
三種郵便物認可 昭和61年 1月 1日 驚存 (毎月二回 1日 発行 )
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く特別企画 〉

中国の秘境「九案洵」「黄龍寺漢谷」の旅
一 四川省・山民山山脈麓 トレッキング ー

「九案駒」「黄龍寺漢谷」は、四川省北部に、甘

粛省との境を成す眠山山脈の麓にある、中国でも

第一級の景勝地です。無数に存在する真青な湖と

真自な滝が美しい調和を見せる「九案洵」、水の流

れが長い年月をかけて造りだした自然の芸術品「黄

龍寺漢谷」は、これまで外国人には未開放の地で

したが、86年にHAJの ために特別開放されるこ

とになりました。 トレッキングの基地となる町「松

藩」の歴史は古く、春秋時代に湖ると言ゎれてい

ます。歴史的にも興味のあるところです。

1.時 期  1986年 7月 25日 (金)～ 8月 10日

(日 )17日 間

2.定 員  15名
3.費 用  約70万円
4.行動概要 北京 一 成都― 松藩

トレッキングは、松藩を基地として九案洵

黄龍寺漢谷へ、それぞれ往復 2～ 3日 の行程

です。四川省登山協会、松藩体育委員会のメ

ンバーとの親睦会も予定しています。

北京一成都間は、往路あるいは復路に鉄道

の旅を予定 しています。

▲九案洵の滝

▲黄龍寺、自然の芸術品

Pinchimikの 村から困難な荷揚げを続け、ベース
。キャンプをサカン氷

河の奥に建設し、そこか ら更に気の遠くなるようなモレーンの丘を登り下

りし、第 1キ ャンプに近づく。その途中から右手に見えるサセル・カンリ

2峰は、私にとってまさに憧憬の山であった。      (沖  允人 )

ヒマラヤ NO.■ 7ロ

1.サセル・ カンリ2峰 (西峰)初登頂 1985年東部カラコルム日印合同隊

19.ヒ マ ラヤ・ ニ ュー…ス <地域ニュース・インフォメーション>

28.寸感・ 事務局日誌

山 森 欣22.秘 峰ギャラ 0ペ リ偵察
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は しめ に

インドの北西部の山岳地帯は、一般に、東部カ

ラコルム地域と呼ばれ、カラコルムの主脈を根幹

とし、 7,000mを超える重畳とした山々から成り

たっている。これらの山々は、万年雪で覆われ、

その雪は氷河となって谷々を埋め尽くしている。

東部カラコルム地域の自然は厳しい。しかし、

美しい景観が故に古来から注目され、多くの探検

家や登山家の活躍の場となり、チベット高原から

インドヘ出る要路でもあった。近年では、東部カ

ラコルム地域がインド0中国・パキスタンのそれ

ぞれの国境地帯であることから、幾多の国境紛争

の勃発した地として知られている。

インド政府は、東部カラコルム地域の豊かな自

然の平和的な利用を考えており、この地域に先遣

的に極少数の登山者を入域させ、文化的な活動を

行わせることを計画した。そして、厳選されたイ

ンド人と外国人とによる合同の登山隊をこの地域

に派遣することを決定した。1985年東部カラコル

ム日印合同登山隊は、このような経緯と意図によ

って、インド側は、インド登山財団(IMF)、 日本

側は、日本ヒマラヤ協会 (HAJ)に よって組織され

たものである。

幸に、私達は、サセル・ カンリー 2峰 (Saser

Kangri-2)の 西峰 (仮称)(約 7,518m)に 初登頂

することができた。ここに、帰国速報として、登

A Saser Kangri - 3 ( left ) and Saser Kangri - 2 right)
サセル・ カンリ3峰とサセル・ カンリ 2峰 (西峰)(0)

山の概要を報告し、関係各位への深甚なる謝意と

したい。

計画の概要

目的 :Saser Kangri-2(7,518m)の 初登頂

隊の名称 :

1985年東部カラコルム日印合同登山隊

IndO_Japanese bint East Karakoram

Expedition 1985 略称 :(IJKE'85)

主催 :日 本側 日本ヒマラヤ協会 (HAJ)
The Himalayan Association of Lpan

インド側 インド登山財団(IMF)
Indian Mountaineering Fol■ ndation

隊の構成 :隊員 合計 18名
日本側 沖 允人(隊長 )、 岡本正人 (登攀隊長)

安藤忠夫、徳島和男、峯本 枢
インド側  Hukam Singh(隊 長)、

C.R.Pattanayak(医 師)、 Phu Doriee(登

攀隊長 )、 Chait Singh K山 iyal、

Neema Doriee、  Sonam Wangdl脇 、

Sherap Chholdon、  
′
I｀ shering SInanla、

Prahlad Singh、  C.K.′ryagi、

〔1敗〕
′
rshering Angchok、  Piar Singh、

Daulat Ram(無線技師 )、

リエゾン・オフィサー :Liai」 lah Ansari Zakaria

期間 :1985年 7月 14日 ～ 9月 25日
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秘峰の山群

▲サセル 0カ ンリ 2峰 (西峰 )(0)

Saser Kangri-2(Wost)

(C7′ 518m)from ABC

サセル・カンリ4峰 (0)

V Saser ri-4(7′ 310m)
▲サセル・カンリ3峰 (

Saser Kangri-3(7′ 495 rn)

サセル・ カンリ 2峰 (西峰と東峰 )
Saser Kangri-2 West(C.7′ 518m)
▼ and East(7′ 518m)
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AThe party started at Leh ITBP

for Nubra Vally
レーのインド国境警察隊の基地を出発する登山隊 (M)

▲ CIimbing a gully towards C 3

第 3キ ャンプヘ向かってガリーを登る (S)

▲ climbing icy wal!between C4 and summit

第 4キ ャンプと頂上間の氷壁を登る (S):

A Khardnng highest motor
road in the world.

カル ドン・ ラ、世界最高の山岳道路 (0)

▲ Viewing a gully from C 2

第 2キ ャンプからガリーを望む (0)
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登山概要

7月 14日 に日本側隊員 4人は成田を出発し、New

Delh、 Srinagarを 経て、インド北部の登山基地、

Lchの街に着き、インド側隊長 Hukam Singh(イ

ンド・ チベット国境警察隊 (ITBP)司令官 )、 お

よび、インド側隊員12人 と合流し、この街を 8月

3日 に出発した。日本側隊員は当初の計画から 1

人が参加できなくなり5人となった。

途中、世界で一番高い山岳道路の峠、Khaldung

La(5,486m)を 越え、Saser Kangri山 群の西側

の山麓の村 Pinchimikに 着き、そこから3日 行程

の距離にあるSakang氷河の末端に、8月 6日 、先

発隊がベース・ キャンプ(BC)(4,800m)を選定

した。 8月 14日 、本隊が BCに集結し、本格的な

登山活動を開始した。

山麓の村
・
からBCま でのルートは、途中、標高

約 4,500mの岩稜を越える悪路で、 しかも、 2日
間は水が一滴も得られないという困難なものであ

った。 BCを建設後、数日の偵察を行った後、Sa‐

kang氷河をつめ、Saser Kangri-2と Saser Kan,

gri-3を結ぶ岩稜上に達し、そこからSaser Kangri

-2か ら北西にのびる尾根を登山ルートとすること

に決定 した。

BCか ら氷河をつめ、氷河のモレインの上にアド
バンス・ベース・キャンプ (ABC)(5,400m)、 第 1

キャンプ(Cl)(5,700m)を建設し、Saser Kangi

-2と Siser Kangri-3を結ぶ岩稜基部に第2キ ャ

ンプ(C2)(5,900m)、 そこから垂直に近い、岩と氷

の壁を約 500m登ったところに8月 24日、第 3キャン

プ(C3)(6,450m)を建設、さらに、 8月 27日に最終

キャジプの第4キ ャンプ(C4)(6,650m)を建設した。

C3が建設された数日後、日本側の沖隊長と安藤の

2人は、計画が約半月あまり遅れたため、休暇の

日数が不足し、やむなく下山した。この結果、日

本側隊員は、岡本登攀隊長、徳島、峯本となった。

C4建設の 3日 後の 8月 30日 、C2か らC3へ荷

揚げをした後、C2へ下山中、インド側隊員の An‐

gchockが、落としたゴーグルを拾おうとしたとき、

あやまって約 400m転落し、即死した。

沖  允 人
この事故の後、Clで残りの全隊員がその後の隊

の行動を協議した結果、この悲劇を乗りこえて、

なおも登頂に向って進むことになった。

山は9月 に入って風が強く、天候も悪い日が多

く、寒さも厳しくなってきていた。

9月 4日 、インド側隊員 6人、日本側隊員の徳

島、峯本の 2人が第 1次アタック隊として頂上に

向ったが、深雪のため、頂上直下約 300mま で達

したところで引き返 した。

9月 5日 、インド側隊員 6人と岡本登攀隊長は

頂上に向ったが、頂上まであと約 300mの ところ

で悪天候のため、またも、登頂を断念した。

9月 7日 、最後のチャンスとして、インド側隊員

5人 と岡本登攀隊長は、午前 6時にC4を出発し、

頂上へ向った。雪壁を登り、深雪と寒さを克服し、

午後 5時30分、Phu Doriee、 Wangd“、Chholфn、

Smanlaの 4人がSaser Kangri-2の 西峰(約 7,518

m)頂上に立つことができた。Prahlad&nghと 岡

本登攀隊長は体調が悪く途中で登頂を断念した。

登頂後の下山は困難を極め、C4に帰着したのは

午後11時 10分であった。

9月 18日、仕事で登山隊を一時離れていた沖隊

長が、再び、Londonか らlMw Delhiに 帰着し、登

山隊に合流した。

9月 23日 、New Delhi‐で、 Raiv Gandhi首 相に

登頂報告を行った後、登山隊を解散 し、沖隊長、

岡本登攀隊長、徳島は9月 25日 に帰国した。峯本

は、ガンゴトリ方面の探査を行ったのち、11月 3

日に帰国した。

=A,ER 
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チ ヽ

-4-



Approach Route

東部カラコルム地域概念図
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第 1次アタック

9月 311、 第 1次 アタック隊として、インド側

隊員、 Smania、 Prahlad Singh、  Chait Singh、

Chholdon,Phu Doriee,Wangdus、 日本側隊員、

峯本、徳島が Clよ りC4に入った。

Saser Kangri山群の人気は、 8月 ド句頃から

411周期で l Llの晴天がくる状態であった。 C4

入りの日が晴天であったので、明日のアタックll

は天気が崩れると予想された。

しかし、その夜の トランシーバーによるとABC

との交信では、インド気象台発表のデータによると、

明日も今日と同様、COmplete Fine(快晴 )とのこ

とであった。明日の晴天を期待し、早日に寝袋に

もぐり込んだ。峯本隊員は、用意した日覚し時計

を午前 3時にセットした。高度の影響と明日のア

タックヘの期待で、夜半にしばしば目が覚めた。

何時間か、うとうとしていると目覚し時計が午

前 3時を告げた。早速、寝袋から這い出し、イン

スタントうどんと餅を取り出し、ガス・ コンロを

使って朝食作りにとりかかった。

その間、ラダック出身で信心深いSrranlaは 、ラ

マ教の教典を出し、いつもより熱心にお祈りをし

ていた。Prahlad Singhは チャパテーの粉を食器

に取り出し、水を加え、念入りに手でこねていた。

急いで朝食を終え、身仕度をした。山靴をはき、

ォーバー 0シ ューズをつけ、テントの外に飛び出

した。

外は、月光で明るく、星がまたたいていた。ク

ランポン、安全ベルトをつけ、仕度のできた隊員

から出発した。時計を見ると午前 5時になってい

た。

すでにAngchockの 事故の前にルートニ作の済ん

でいた急な雪壁に取り付いた。そこを50m程、 ト

ラバース気味に進むと、岩と氷の ミックス帯にで

た。ここは岩を避けながら、ジグザグにルー ト ll

作がしてあった。そこをフィックス・ ロープに導

かれ、 200m程登ると標高 6,920mの 小さな鞍部

にでた。鞍部から尾根に沿って登ると、Sakang

Peakに続くプラトーに出るが、その 上部の岩壁は

徳 島  和 男
大変難しいそうであった。そこからのルートは

North Shukpa Kunchang GL.側 の'I;面にとって

あるが、ここまでで先11の ルート|:作は終っていた。

まず、Smanla,Chholdon,1)rahiad Singh,

Chait Singhの インド側隊 li 4人が先イ]し、 ′十11角 i
のトラ′ヽ―スにとりかかった。

′i:面 は表面だけクラ

ストし、その ドは大変軟らかい深雪であった。フィ

ックス・ ロープの支点にするスノーバーが打ち込め

ず苫労した。腰近くまでの雪を取り除き、その ドの

硬い雪面にスノーバーを打ち込み、少しずつ前進し

た。'1面の途中にある岩稜帯は、その基部を廻り込

んだ。廻り込んだ所から L部の雪壁の直登になる

が、深雪も腰の高さとなり、登高は困難を極めた。

時間はどんどん経過して行った。人気は良いが、

7,000mを 越す高度では、風は冷たく、ルートL作

を見守っていると、寒さで手足が冷たくなった。

100m程のルートli作に約 4時間を使い、プラト

ー上部の主稜線のコル (約 7,100m)に 出たときには、

時計は12時を10分ほど過ぎていた。

そこで、チョコレートを対1張 りながら il部ルー

トを偵察した。頂上近くまでは、ところどころに

岩稜が見られたが、雪面が続いていて困難な簡所

は見当らなかった。雪も堅く、 4～ 5時間かけれ

ば登れる可能性は充分にあった。しかし、朝 5時

からの行動と、初めて 7,000mを 越えた高度の影

響で体はだるく、下山のことを考えるとこのまま

頂上を目差して突っ込むのは危険だと感じた。

昼食を終え、そこから大きな岩をまきながら80

m程雪壁を登り、標高 7,150mの地点で今日の行

動を打ち切った。明 11以後の人候を考え、最高到

達点になるかもしれないと思い、そこで記念写真

を撮り、 ド山にとりかかった。
深雪の ド降は、支点のスノー 0バーに何となく

不安を感じたため、 1人 1人が慎■に行動した。

午後 3時、C4に帰着した。

こうして、第 1次アタックは、順 liへのルート

の見通しはつけたが、頂 11を踏むことはできなか

った。
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頂上へ向って

Angchockの イ
'又

り埋葬を済ませ、 9月 1日 、気

分転換のため、BCに ドって休養することにした。

途中、ABCに立ち寄り、Hukam Singh隊長に今

後の計画などを聞いた。

l現在のC4の位置からJI賃上までは高度差と距離

がありすぎる。したがって、C4を もっと標高の高

い地点へ Lげる。不足している登攀用具、食糧を

荷揚げする。この Cl― C3間の荷揚げには 3名の

ポーターを使う」とのことであった。これに対し

て、私はポーターを使用しての Cl― C3間の荷揚

げには反対した。彼らは登攀技術がなさすぎるか

らであった。「ポーターは、日常、これ位の標高

で、羊やブッパを追って生活している。また、Cl

近くの氷河で トレーニングもしたではないか」と

主張した。何度も繰り返して話したが私の意見は

聞き入れてもらえなかった。

ABCで午後 2時近くまで休み、 BCへ下った。

BCは静寂そのもので、10人位収容できる′ヾオ

形の大きなテント2張は荷物置場になっていた。

その周辺では、枯れ残った卓をあさるように数頭

のブッパが草を食んでいた。人気のするのはコッ

クのいる石室と休養にドっていたインド隊員のい

るテントだけだった。

ここ数 ll問続いた気温の低 ドで水汲み場の上部

の氷河の水も解けなくなったのか、いつものよう

に水汲み場には水が流れておらず、待機中のポー

ターが約 100mド流の Chameschen Lungpaか ら

水を運び上げていた。

また、食糧も乏しく、紅茶などもすでになくな

っていた。 Ll本から持ってきていた麦茶に砂糖を

入れて飲んだ。ここもまた、上部テント地と同じ

く、夜間にはかなり冷え込んだ。スペアとしてデ

ポしてあった羽 こ服、羽 [ズボンを着て寝袋にも

ぐり込んだ。

9月 311、 7時30分、BC出発。

Clに 入るためにTyagiと一緒にBCを後にした。

彼の荷物はポーターが背負った。インド側隊員は

あまり荷物を背負わないようだ。12時ABC着。待

岡 本  正 人
機していた Hukam Singh隊長から頂上アタックの

計画を聞いた。

「今日、早朝、インド側隊員 6人、日本側隊員

2人が Clか らC4に向かって出発した。 4日 には、

頂上より彼らの声が トランシーバーから聞こえる

はずだ。もし、「rl llへ 行く気ならいってもいいが、

6日 の夜までには必ず BCに戻ってくれ。 すでに

撤収のためのポニーやポーターはそのつもりで手

配をした」とのことであった。そんなに急ぐこと

はないと思ったが、不本意ながら承諾 した。

9月 4日 、ルック・サックに食糧 12食分、ガス・

カートリッジ4個をほうり込み、Clを午前 7時に

出発、Sakang Peak側の懸垂氷河の崩壊を気にし

ながらC2に向かって進んだ。クレバスも2箇所、

大きな口を開けていた。

C2ま で 1時間半、午前 8時30分 に着いた。先着

していた撤収パーティーは荷物を整理 していた。

今「」でC2が撤収されると思うと少々心細かった。

彼らに見送 られ、Saser Kangri-2と Saser Kan―

gri-3の間のコルに向って左上より4つ 日の一番

長いルンゼに向かった。フィックス・ ロープ伝い

に約 150 mtt Lに 登った。 自然落石に注意しなが

ら岩場を抜け、稜線まで続いているルンゼに入っ

た。このルンゼの傾斜は、ところによって約 30° ～

70° で堅い雪面であった。

途中、ルンゼの中程の Angchockの 避難地点で

歩みを止めた。フィックス・ ロープより約20mの

ところにゴーグルとアイス・バイルが落ちていた。

ここから約 300mの 水と岩の壁をゴム鞠のように

落ちていったのであろうか……。しばらく黙襦した。

稜線直 ドではさらに雪は堅くなり、完全な氷の

状態であった。 1歩 ごとに 3回程、アイゼンのツ

メをけり込んで足場をつくった。

午後 1時半、稜線に出た。/r手にNorth Shukupa

Kunchang GLが見えた。 この足で踏み締めたか

った氷河だ。 NOrth Shukupa Kunchang GLは 、

表面の雪が融け、黒々とした 5,000m～ 6,000m

級の山裾を ShyOk河に向かってたにカーブしなが
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ら流れ落ちていた。

登路を振り返ると、井戸の中を覗き込んでいる

ょうであった。当初、予定していたSaser Kangri

-2と Saser Kangi-3の 間のコルヘの登路 (1946

年 7月 に J.0.M.Robertが 登ったコル)を見下すと、

尖塔のょうな岩峰が縦列をなしていた。斜面に張

られたC3の テント2張 りは、半分雪に埋もれてい

た。入口を掘り、中に入って休憩。

午前 2時30分頃、C4着。総勢 9人 となる。4,

5人用のテントに 5人 も入ったので窮屈だった。

C4に着いて初めて大事なことを知らされた。

それは、地図上に示されている7,518mの Peakま

では行かず、頂稜の一番西にある7,518mの Peak

と同じくらいの標高だとインド隊員が推定したピ

ークをSaser Kangri-2と みなして登ることにな

ったということだった。天候の悪化のためか、そ

れとも食糧が底を尽きかけていることか、明確な

理由は聞けなかった。眠れない夜を過ごした。テ

ントの居住性の悪さがこれに輪をかけた。

9月 5日 、一睡もできないまま、朝を迎えた。

徳島は、Clに下るための仕度をしていた。峯本は

停滞。気温もかなり低くなっていた。

外に出ると、ひどいブリザードであった。突風

で時々体が浮いた。視界も悪かった。フィックス・

ロープは、ほば、稜線上に張られていた。アタッ

ク隊の最後尾をフィックス・ ロープにぶらさがる

ようにゆっくりと登っていった。寒かった。登り

始めて 2時間程経っても体は全く暖まらなかった。

コマールを握っている左手が凍るようだった。立

ち止まっては懐に手を入れた。先行したインド隊

員に追いつこうと焦るが距離はなかなか縮まらな

かった。

なおも進もうと努力したが、疲れと寒気に抗し

きれず、遂に、直接コルに トラバースする地点よ

り、今日の登頂を諦めて下ることにした。

12時頃、C4に到着。峯本もテントの中で寒さに

震えていた。

午後 2時、Smanla達が途中から帰幕。吐く息が

凍りついたのか、鼻から唇にかけて氷がぶら下が

っていた。この日は、結局、前日のルートエ作地

点 (約 7,150m)よ リフィックス・ ロープ 2本分 (約

100m)だ けルートをのばしただけだつた。

9月 6日 、悪天候のために停滞。峯本はClへ下

った。明日も同じような天候であれは、インド側

隊員はClま で下るとのことだった。

9月 7日 、天候はやや回復したが風は強かった。

日は覚めているが起きる気がしなかった。午前 5

時頃、食事を作り始めた。インド側隊員は起きよ

うとしなかった。寝袋に入ったままだった。彼ら

は、今日は、食事をしないようだった。クリシュ

ナ神の誕生日とかで、断食らしかった。お茶を飲

んだだけのようだった。

私は、今日も食事があまり咽を通 らなかった。

外では、もう、Phu Doriee、 Wangdus、 Chholdon

が出発の用意をしているところだった。今日は何

としても頂上に立ちたい、彼らに比べて私は登高

のスピードが遅いので、途中でビバークをするこ

とになるかも知れないと考え、食料、燃料などを

持って行くことにした。

Phu Doriee、 Wangdus、 Chh01dOn、  少し遅れ

て、smanla、 Prahlad Singh、 私の順で登り始め

た。Chait Singhは体調を崩し、Clへ 下って行った。

C4から200mほど登ると、岩稜 (2-3級程度)に

なった。岩稜は徐々に傾斜を増し、Saser Kangri

-2か らSakang Peakへと続く稜線に突き上げて

いる。途中、岩棚にインド側隊員のリュック
0サ

ックがデポしてあった。

Smanlaが、私を待ってくれているのだろうか、

ときどき立ちどまって後ろを振りかえっていた。

コルを目1旨し、Shukpa Kunchang GL側を トラ

バース中、Prahlad Singhが 下ってきた。両手に

凍傷を負ったようだった。

Phu Dorieeが 右、左と動いてルートを探してい

た。左は岩壁、右は垂直に近い雪稜であった。彼

は中央部にルートをとった。Smanlaは 、彼らの約

100m下にいた。

私は、この頃から足が重く、呼吸回数が多く、

体がフラフラしだした。体調が悪くなったのが分

った。立ちどまった。そして、遂に、座り込んで

しまった。

しばらく休憩したが、体調は良くならなかった。

残念だが下ることにした。

下り始めたが、フィックス・ ロープにエイト環

をかける作業さえ辛かった。フィックス・ ロープ
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がピーンと張ってあるので、この作業は余計に辛

かった。何回も腰を下ろして休んだ。とにかく焦

らずに下ることにした。

やっとC4に着いた。紅茶を沸かして飲んだ。体

調はやや回復した。気が付くと、私のリュック・

サックの中にあるはずのツェル トがテントの傍に

転がっていた。今朝、リュック・ サックに入れる

のを忘れていたのだ。やはり、かなり高度の影響

を受けていたのだろうか…。体調の回復には高度

をできるだけ下げたほうが良いので、疲れた体に

鞭打ち、Clへ下ることにした。

C4あたりからSaser Kangri-3の方を眺める

と、こちらからはとても、直接に、Saser Kangri

-3へ取り付けそうになかった。Robertsの コルか

ら先の岩稜は、垂直に近く、それも、一部は懸垂

氷河に遮られて、頂上に続く雪田に続いてはいな

いようだった。Clか ら見たときは、緩やかに見え

た頂上に続く雪田もここからだと雪壁のように見

えた。頂稜には2つのピークがあり、北西のピーク

が少し高いようである。背後には、Saser Kangri

-2が辺りの山 か々ら頭一つをリードして見えていた。

一歩一歩慎重に下った。下った分だけSaser

Kangri-2の頂上は遠くなった。私のSaser iKangi

-2の登山の終りであった。

登山隊のニュース

インド英宇紙「 Patriot」

1985年 9月 22日号

Four lndians atop virgin Saser Kangri-ll
oup Stdl f,cporer
Young oourc* botl bdi--
u ud Japle. *ho lied the
virSin S@ Xegri FEL II d
75lt meE in tlE Hitubyu h6d
e denttul Eb lo Ell about t}.ir
joirr exp€dition @epleEd on 7
SepEEb€r la6l

Aftrr a functioD h6hd by the
Indo-Tibem Border Polic od
peided over by Hore Minirur
S B Chavan itr the Capital on S6t-
urday, the rtube@l EembeE
rl,mbd how fou ahohgBt ihe&
ell IndiaG, cliDM b glory snd
hw Nk T*ring Anglhuk
bMthed his lsi on tbe snow.

The four sucesBful
smmilbrs. Phu Dorje, SoM
wangds, Tse*aDE Smanla and
Sheru Chholdon, afE. *lring
fot on the peah. hoised the Na-
tioml Ple8, the ITBP flag and the
IDdisn MouDuinaring Founda-
tion flag abp th€ summit.

na8gy and sbut Msb
Olamob (Japanee) and Hav
Prahalad Singh vho hsd b retm
when lhey seE hardly 300 mtE
short of the suhmi!. were Ieft eith

o ufulfilled cham. They wec
@lu! rbout touching lhe sM-
Eit in th. nert ery€ditioh.

Tbe lndian M@nhiDuing
Foudation i! @pcBtioD wiih
t-he ITBP mged the lndo-
Japane erpodition with the si6
b biolaE the unbuched peat iD
the Ksalomm roge reently
opcnad for inEmtiotrrl Eoun-
tlih@riDg erpeditionB. CoEdt
Hukum Singh wes lhe leader of
th€ ioint v€nlure. So far th€ ITBP
hlvc ecded {l Mior poaks in the
HiMIayG of which 28 were
virgin.

The erpedition *t off fot the
mounEim on 3 AuSustaftercall-
ing on Mr Raiiv Candhi et New
Delhi.

After surmouniinS coll€l
odds and approach march
thrcugh bost haardou ouu,
the Eh *t up base 6p on E

August at the snout of Salang
Lu8pa glacier a! 4E00 meE.
Five higher eaps were set up be-
yond this camp. The summit
@p was *! up at 6650 Eetrs
afEr 20 dsys of stEnuous

erp€dition.
The Japan@ laader ud m

Indian membd had thenb ebsn-
don the erpedition. Within hoM
of thet, Nk TeriDg Angchul f€ll
down @er I00 Etu on th€ ftL
ledge and died isshnhmusl).
On 3 S€pEbbe!, having bnved
all the od& they @luEly
cliEM up. But mbE bsd she-
thihg elle in shk for them.

The w4the! suddenly b€cse
h@!ih end nine amonSrt them
(sir ltrdims sd drE Jspanese)
had no alEnative but b 6Ey
beck at lhe mp at 6650 melres
b pave the way for th€
summitkE. At about 8000 fet,
Iong rcpe had b be laid b open
the rouh thmugh fixed v€rtical
rek face and 6hp icyslopes. Six
membere of the Eem left the
Camp Mn rhe eslt houF of ?

ScpEmber. Afrr 11 and a half
houB gruelling climb. four of
rhem could *! fmr on the sumhit
et 5.30 p.m.

MrChavan pnenredmemen.
bsbthe meDbeB of theiointex.
mdition. He essured thar the

Govemment wold do whaievcr
pGibl€ b Ehabilibta th. feily
of lst! AnScbul. ffBP dinctor
8€n€ml O P Bhuhi lrud.d tb.
@ DeEbeE.

UDF sweep JNU

stafl Assn poll
Our Shtf Report r
The United Deb@Etic Frcnt
CongEs unit of the JNU Shff
Asociation ssept the polls in the
Bently held Mciation
elections.

Th€ UDF hs *o. all thc 6ve
posE of office-b€areE with hugB
margins. It hc abo won 12 lDsb
out of a bE I of 1 6 on iE exeulive
council. Mr K N Joshi and Mr
Kri6han Copal have been elecEd
president ud vice-pre6idd!,
r6p€ctiv.ly.
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初登頂

9月 7日 、午前 5時30分に起床 し、日本食を少

し、紅茶を一杯、ッァンパ (麦こがしのようなも

の )をつまんで簡単な朝食を済ませた。午前 6時

30分 C4を出発した。天気は良かった。

C4か ら20m登 った地点から、急峻な氷と岩の

斜面になり、そこからフィックス 0ロ ープが始ま

った。傾斜は約80°あり、登攀は非常に困難であっ

た。ときどき風が強く吹いたが、天候は良かった。

1時間ほど登ったところで Phu Doriee、 Sherap

Chholdonと 私は暫く休憩した。C4のほうを見下

ろすとTshering Smanla、 Prahlad Singhが C4

のすぐ上を登っているのが見えた。岡本の姿は見

えなかった。彼は、多分疲れて登るのを止めたの

だろうと思った。

私達 3人は、再び登り始め、岩の上に達 した。

その岩のところから、フィックス・ ロープに沿っ

て トラバースを開始した。

コルの近くに達したとき、振りかえってみると

1人だけが登ってきていた。Smanlaだった。Pra‐

hlad gnghは C4へ引きかえしたようだった。ト

ランシーバーで Hukan Singh隊長に報告した。

コルで Smanlaを待った。Smanlaが 到着した

ので私達 3人と一緒になって、フィックス・ ロー

プを 3本 もって頂上へ向かって出発した。最後の

フィップス・ ロープに着いた。そこからルートエ

作を開始 した。Phu Dorieeが ロープを固定 して

いる間、私が彼を確保した。行く手には 2つの大

きな岩壁があった。最初の岩壁は左側を登った。

傾斜の急な岩と固い氷だった。私達は疲れてきて、

頂上に着けるかどうか心配だった。今までに、こ

んなに急な岩や、ロープをフィックスするための

スノーバーを受け付けないような固い氷壁に出会

ったことがなかった。

第 2の岩壁は、左側にルートをとった。そこに

は非常に狭いチムニーがあったが、ロック・ ピト

ンを打つことができなかった。悪戦苦闘 し、やっ

との思いでチムニーを抜け、岩壁の上に出た。

岩壁の上から頂上までは、上を歩くのが困難な

痩せた雪稜が続いていた。時間は、もう午後 4時

Sonam 〃ヽANGDUS

だった。風はますます強くなり、困難さは増して

きた。 しかし、私達は、それに挫けず、上へ上ヘ

と向かって行った。

頂上直下に達した。そこからは、頂上の右側に

向けてルートをとった。非常に急傾斜であった。

フィックス。ロープがもう3、 4本欲 しかったが、

残念ながら、すでに使い果していた。 2本のクラ

イミング・ ロープを使って登ることにした。ピト

ンを打ち、確保しながら頂上へ向かった。

午後 5時 30分、頂上に達した。インド国旗、ITB

Pの旗、 IMFの旗、ガルワル 0ラ イフル隊の旗な

どを揚げた。頂上から隊長とトランシーバーで話

し、頂上とその周辺の写真を撮った。頂上には約

40分滞在 し、C4へ下降を開始した。

午後 6時 10分、コルの近くに着いたとき、あた

りは真っ暗になってしまい、視界が効かなくなっ

た。ヘッド・ランプをもっていた Phu Dorieeが 先

行した。彼はどんどん先に下っていった。私もヘ

ッド・ ランプをもっていたが、Smanlaと Sherap

Chholdonは ヘッド・ ランプを持っていなかったの

で、真っ暗な闇にお手あげだった。もし、私も先

に下って行ってしまったら彼らは下ることはでき

なくなるだろうと思った。そこで私が中間を歩き、

Smanlaに私の前を歩かせ、Sherap Chholdonは

少し離れて私の後を歩かせた。

私が Smanlaをヘッド・ ランプで照らし、フィッ

クス・ ロープにユマールを掛け、カラビナを通し、

フィックス・ ロープに助けられながら下った。30

m下ると、 Smanlaは セルフビレイし、次に私が

Smanlaの ところまで下った。そして、後ろを振りか

えり、下降にかかったSherap Chholdonを 照らした。

C4まで私達はこの方法で下った。疲労、咽喉の

渇き、空腹などと闘いながら、C4ま でたどり着い

た。午後11時 30分だった。Phu Dorieeは、午後 9

時15分にC4に着いていた。天候は悪化し、雪が降

りだし、強風も吹き出した。Phu Dorieeと 連絡

をとりながら心配 していた Hukam Singh隊長と

トランシーバーで私達は代るがわる話をした。隊

長は心から初登頂を喜んでいた。

-10-



登山ルー ト

BHか らBCへ         沖 允人
BHか らBCまでは、途中、2つのテント地を経

て、普通に歩くと、 2泊 3日 の行程である。Pinci

mikの村から見える正面の三角形の岩山の頂上近

くが第 1テ ント地である。ここに達するには、BH
の前の河原を右手に進み、岩山から南東に延びて

きている稜線に取り付 く。稜線上の踏み跡に沿っ

て約 2時間登ると、台地状になったところに着く。

展望はよいが、残念ながら近くに水がない。

そこから、さらに、30分程登ると、やや広い台

地がある。ここが第 1テ ント地である。標高は、

約 3,900mで ある。 ここでも水は得られない。
第 1テ ント地から岩のごろごろしたやや急な斜

面をジグザグに 1時間程登ると、標高約 4,500m

の屋根上のコルに達する。この屋根は■gar(5,909

m)か ら南西に派生 している大きい屋根である。
ここからSaser Kangri-2と Saser Kangri-3が

遠望できる。

このコルからトラバース気味に 2つ程広い岩尾

根を廻りこむと大きな谷を見下ろす地点に着く。

谷に向かって急斜面を下る。谷には水が流れてい

るが、両岸が今にも崩れそうな岩と砂まじりの壁

で、とても泊まり場としては使えないところであ

る。

谷の対岸を約 1時間程登り返し、もう一つの谷

へ下る。そこは、やや広いテラス状のところがあ

る。少 し下ると水も得られる。ここが第 2テ ント

地である。標高は、約 4,350mで ある。

第 2テ ント地から約30分、岩と砂混じりの斜面

を急登すると、広々とした斜面にでる。 トラバー
ス気味に Chameshen Lungpaに 下って行く。ここ

から一度、水量の多い谷を渡る。大変気分のいい

ところで草も少し生えている。Chameshn Lungpa

の右岸の岩と砂ばかりの屋根がすぐ目の前に迫っ

ている。この谷は、渇水期には山羊なら通ること

のできる踏み跡程度の道があるそうだが、 7月 か

ら9月 にかけては水量が多く、とても谷どおしに

は下ることはできない。

Stondok GLか ら流れだした水がいくつもの小

さい川となって Chameshen GLへ流れ落ちている。

うまく渡れば、靴を脱がないでもよい程度の流れ

である。

第 2テ ント地から約 2時間で、Stondok GLに 続

く谷を横切り、そこを過ぎてしばらくでカルカに

着く。そこは、すぐそばをきれいな水が流れてい

る草原である。夏場のみ、 1家族が住んでいる。

やがてSakang Ltngpaの モレインが迫ってくる

と、BCは近い。緩やかな斜面に水がちょろちょろ

と流れ、あたりには小さな草が一面に生え、エー

デルワイスの花もあるオアシスのようなところに

着く。そこが標高約 4,800mの BC地点である。第

2テント地から約 5時間で着く。BC地点の左右に

は6,000m級の岩山がそそり立ち、正面にはSakang

GLの累々と続くモレインの丘が追っている。谷の

下方には、Nubra谷の奥の雪を頂いた山々が望見

できる。

BCからClへ        沖 允人
BCか らClへは、約 9 kmの 距離があり、登り約

8時間、下り約 4時間で、普通は、途中のABCに

泊る 1泊 2日 の行程である。強行すればBCか ら

Clまで 1日 で往復できないこともない。

BCか らは、すぐにモレインの中に入る。幅、約

500mの モレインの中を登っていく。小さい登り下

りが何度となくあり、かなり疲れる。 BCか ら見

える一番上のモレインの中の大岩のところまで約

2時間かかる。

さらに、モレインの小山を登り下りしながらだ

んだんに高度を上げていく。氷河の中には、とこ

ろどころに小池ができている。

やがて、右手から大きな氷河が下ってくるのに

出会う。 Look Out Peakの南の氷河である。氷河

の舌端は、かなり荒れていて、アイス・ フォール

となって Sakang GLに 合流している。このあた

りで、谷の中心部には氷が現われる。

氷と岩の間に左寄りに登っていくと、モレイン

の長い丘の上に着く。左右は氷河である。そこが

ABC地点である。標高は、約 5,400mである。AB
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Cか らは、Saser Kangri-2、 Saser Kangri-3、

Saser Kangri-4が ずらりと見え、壮観である。

ヒマラヤにはるばるとやってきたという感 じがする。

ABCか らは、右手に大きく廻りこむようにして、
Look Out Peakを 右に見ながら登って行くと、

R6,900のすぐ下の岩壁の近くに着く。ここが Cl

地点である。水も豊富で、あたりは広々とし、絶

好のテント地である。標高は、約 5,700mで ある。

Skyangpoche
4,600■1

Clか らSakang GLの 左奥に入り、やや、右手の、

Saser Kangri-2寄 りの氷原をルートにとる。ヒド

ン・ クレバスが多く、登高に気を使うところであ

る。Clか ら約 2時間で Saser Kangri-2と Saser

Kangri-3を結ぶ岩尾根の基部近くに着く。標高

は、約 5,800mである。ここがC2地点である。氷

河の真っ只中といったところで、 C3への取り付

き点がすぐそばに見えている。
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C2からC3へ         徳島和男
C2と C3の標高差は、約 600mで ある。

C2は、Sakang Peak側 にある上部の懸垂氷河
からの雪崩を避けるように設営されたが、 C2か
ら、傾斜の緩い雪壁を約30分、標高差にして約 100

m程登ると、フィックス・ ロープの始点①に着く。

ここからフィックス・ ロープに導かれ、約 5m
登ると、約 lmの 幅のクレバス帯がある。クレバ

ス帯のルートは、スノー・ ブリッジが一部崩壊し

た箇所にとる。

ここを乗り越すと、やや、急な雪壁が約70m続

く。雪壁を直登し、大きくトラバース気味に約80

m登 ると岩溝の基部②に着く。

そこから崩壊した脆い岩溝を、落石に気をつけ

ながら約 100m進むと絶好な岩棚の休憩点に達する。

そこから傾斜はきつくなる。まず、雪壁を約 100

m直登するとハング気味の岩壁にぶっつかる④。

そこから右に30m程 トラバースして右側の岩壁に

ルートをとり⑤、20m程直登する⑥。直登した後、

再び、氷壁を左にトラバースする⑦。 トラバース

が済むと、氷と岩の ミックスした地帯を約 100m

直登する③。直登が終ると、再び、氷壁を右に ト

ラバースし、岩溝にでて、20m程直登する⑩。

直登が済んだ後、 トラバース気味に岩壁を登る
と、岩溝の上部の分岐点①にでる。ルートを右の

岩溝にとり、氷と岩のミックスした岩溝を約 100

m登ると稜線にでる⑫。稜線上の急な雪壁を50m

程登るとすぐ右側の岩稜の基部の小さな雪の棚に

達する。そこがC3地点である。C3の標高は、約

6,450mで ある。

C3か らC4へ         徳島和男
C3と C4の標高差は、約 200mである。
C3か ら左ヘトラバース気味に雪壁を40m程登る

と、フィックス・ロープの基部に着く⑩。そこか

ら急な雪壁を約 100m直登すると、小さな鞍部に

でる⑭。鞍部からは東側に大きく張りだした雪庇

を廻りこみ、急な雪壁を80m程直登すると⑮、急

に傾斜が緩くなり、大きな鞍部にでる。

緩やかな斜面の雪の尾根を40m程進んだところ

がC4地点である。C4の標高は、約 6,650mであ

る。C4か ら頂上へは「頂上へ向って」の項を参照。
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登 山隊 日誌

日 本 出 発

7月 14日

7月 15日

7月 16日

7月 17日

7月 18日

7月 19日

7月 20日

7月 21日

7月 22日

7月 23日

7月 24日

7月 25日

7月 26日

7月 27日

7月 28日

7月 29日

沖 允人/安藤忠夫/徳島和男

先発の出発予定日の 7月 7日 になってもェントリー・ ビザが取得できず、やきもきしたが、 7

月10日 やっと発給されたので、先発と本隊が一緒になり、岡本登攀隊長、安藤、徳島、峯本の

4人が成田発 A1301便で日本を離れた。

IMFに併設された宿舎で旅装を解いた。早速に、日本大使館、Shkhar社 、 AIの 力gindar
Singh氏などを訪ねインド入国の挨拶を行った。

インド側隊員 Chait Singhと 会い日程の調整をした。Shkhar社にあるデポ品の回収を行った。
インド側の Hukam&ngh隊 長が勤務地の Lehか らDelhiに到着せず、インド側が行う予定だっ
た隊荷の通関ができなくなった。やむを得ず Shlkhar社を通して隊荷の通関手続きをすること

に決め、その打ち合わせに入った。

通関のために IMFが発行 した書類が不備で、本日は通関できなかった。 食糧の買出しを行っ
た。夜、わgindar 3ngh氏 宅で Dinner Party。

岡本、安藤、峯本の 3人がインド税関の保税倉庫へ出掛け、無線機を残して通関の済んだ隊荷

を受けとった。
・Hukam Slngh隊長が Delhiへ到着。この数日間、カシミール地方が大雨で飛行機が飛ばなかっ

たとのことであった。

Hlよam Singh隊長と 2回目の日程などの打合せを行った。

IMF事務所で登山の打合せや装備の点検をする。
岡本と峯本が、のびのびになっていた無線機とその使用許可証を受取った。 Raiiv Gandh首

相との会見が26日 に行われることに決ったので、隊員の Srinagarへの移動は27日に変更になった。

Rimo山 群登山の帰りだというインド・英国合同隊の隊員が IMFへ挨拶にきた。さっそくSia‐
chen GL一帯の情報を仕入れた。インド側隊荷の準備が間に合わず、隊荷の送り出しは26日以

後になるとの連絡があった。

Hukam Singh隊 長宅で Dinner Partyが催され、約30人が出席した。

インド側が用意したプロパン・ ボンベ34本が IMFの私達の部屋へ運び込まれてきた。夜 にな
って ITBP基地で、 100人を超す参会者による盛大な Dinner Partyが催された。
Raiiv Gandhi首 相に謁見。首相より、激励のお言葉をいただいた。

その後で ITBPの本部を訪れ、 ITBP総司令官 0.P.Bhuta面 氏より ITBP旗を受取った。
Delhi発午前11時30分の IAC便で岡本、峯本が、午後 1時30分発の IAC便で、 安藤、徳島が
Srinagarへ 移動。 Srinagar空 港からは ITBPの ジープで ITBPの Transit Offlceに 寄り、
挨拶をすませたのち、Towist Reception Centerに投宿。

隊荷は、午後、Delhiを発った。

Hukan Singh隊長の案内で、郊外の Gulmargへ行った。ここでスキー学校の校長であり、この公

園の管理責任者のおginder.C.Khanna氏を訪間。彼は1973年のSaser Kangri-1隊の登頂者である。

ITBPの ジープで日本側隊員 4人の他、Hukam Singh隊長、 ドクターのC.R,Pattanayak、 お
よび、運転手の 7人で Kar」 1に向かった。途中、Sonamargお よび、Drasの ITBPの基地で
休憩し、Kargilの街にあるCircuit Ho“ eには午後 6時 45分着。
Kar」 1を早朝に出発。途中、Alchiの ゴンパを見物し、Lehの宿舎Hotel Ante10peへ午後7時に到着。
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7月 31日

8月 1日

8月 2日

8月 3日

8月 11日

8月 12日

午前10時、隊荷が到着。さっそく荷物の整理。夕方、 ITBPの Hukam Singh隊 長の官舎で

Dinnar Partyが開催された。 このとき初めてインド側隊員全員の紹介があった。
登山隊の費用の分担について話し合うが結論はでなかった。

夜、 ITBP主催のDinner Partyが 開かれた。連夜の Dirmer Partyに いささかうんざりであった。

ITBPの病院へ行き隊付きドクターより検診を受けた。その後、Hukam Singh隊 長をはじめ

日本側隊員 4人とインド側主カメンバーで陸軍へ出向き、司令官の Big.R.KJun氏 に会い、協

力要請と入山の挨拶を行った。

夕方、1973年 の Saser Kangr-1の 登頂者、Sonam Pariol氏 の招待でビールのもてなしを受けた。

ITBPの Leh基地の多勢の人々の見送りをうけて、Lehを 出発。

Khardung La(5,486m)を 越え、標高、約 3,200mの Pinchimikの村に午後10時30分到着。

Nubra谷に BHを設置

8月 4日 Pinchimikの 村はずれに小屋を借り、ベース 0ハ ウス(BH)と した。Hukam Singh隊 長が登

山の開始を前にして決意を表明し、今後の計画についてのミーティングを行った。また、明日

からの荷揚げにそなえて、隊荷の再梱包を行った。

トラック 1台余りの隊荷に対して、ポーター 8人、ポニー 2頭 しか集まらず、隊員も総出で標

高約 3,900mの 地点まで荷揚げ。 この地点は、第 1テ ント地と呼ばれた。夕方、先発のインド

側隊員 3人が第 1テ ント地へ入った。

ほとんどの隊員、ポーター11人、ポニー 5頭が第 1テ ント地へ荷揚げをした。

先発の隊員 5人が、標高約 4,500mの 尾根を越し、 Chameshen Llmgph(Chamshing Lun‐

gpa)の標高約 4,350mの 第 2テ ント地と名づけた地点へ入った。

夕方、Lehか ら隊荷を積んだ トラックの第 2便が到着。

ほとんどの隊員とポーター18人、ポニー17頭によって第 1テ ント地へ荷揚げが行われた。

8月 5日

8月 6日

8月 7日

Sakang GL.に BC建設

8月 8日 先発隊が Sakang GL末端の、標高約 4,800mの地点にBCを建設。

岡本は、一気に、標高約 4,500mの 尾根を越えて第 2テ ント地へ入った。

安藤、徳島、峯本とインド側隊員にポーターを加えた15人ほどの本隊が第 1テ ント地へ移動。

本隊が第 2テ ント地へ移動。

8月 3日 に日本を発った沖隊長が、Lehか らBHに到着。

インド隊員が付き添い、ポーター22人で第 1テ ント地と第 2テ ント地との間の荷揚げを行った。

しかし、帰路、ルートの悪さに嫌気のさした 4人のポーターが離脱した。

岡本、峯本が BC入 り。安藤、徳島は、第 2テ ント地からBCへ往復した。

岡本、峯本、Phu Doriee,Wangd“ が ABC建設用資材の荷揚げと上部ルートの偵察を兼ね、
Sakang GLを 2時間ほど遡り、Look O■ Peakの西方で南から流れ込む氷河に入って標高

約 5,400mの 地点まで達した。その結果、「このルートは厳しすぎる」との報告をもたらした。

安藤、徳島は、コックらとともに、 BCへ到着。

下部では、この日もNeema Doriee,Prahiae Singhが、第 2テ ント地への荷揚げを行った。

安藤、峯本、 Tya」 の 3人が、前日偵察した氷河に入り、標高約 5,500mま で登った。 この地
点から見る西面、および、南面はどこも下部が岩壁に妨げられて取り付けそうにないことを確認し

た。一方、Sakang GLの本流を遡った岡本、徳島、Phu Dorieeの 3人は、標高約 5,600m地

点まで達して、Saser Kangri-2と Saser Kangri-3と の間のコルヘ登れそうであることを発見

8月 9日

8月 10日
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した。この偵察の結果、Sakang GL本流から主稜線上のコルヘ達するルートを探ることに決定した。

BCの隊員は、この日は休養した。Hukam Singh隊長、および、インド側隊員が BC入 りした。

インドの独立記念日なので BCで も式典を行った。

隊荷の大部がBCへ運ばれ、日本側隊員は、久し振りに日本食を味わった。

夕方になって、沖隊長が、第 1テ ント地から一気にBcへ入った。

HP 6人を含む、総勢17人がSakang GLを約 6時間登ってSakang Rakの直下にClを建設し

た。 Clに は安藤、峯本、および、インド側隊員 2人、HP 2人が入った。

BCと Clの間の距離が長いのと、山の蔭でトランシーバーの交信ができないので中間点にABC
を建設。この日、安藤とPhu Dorieeが Clか ら標高 6,100mの稜線上のコルに達した。しかし、

このルートは、予想以上に悪いので、Saser Kangri-2寄 りに別のガリーをとるルートを見つ

けてそこに変更することとして、Clに帰着した。また、先日、別の氷河を偵察したときにデポ

したままになっていたテントなどを、峯本、Wangd鵬 などが回収し、 Clへ運んだ。

徳島は、BCか らClへ入った。

徳島、峯本の 2人は、17日 に偵察したガリーのルー トが使えるかどうかの確認のために、標高

約 5,900mの地点まで試登した。その結果、 ここをルートとした場合、主稜線へ抜けでる地点

が相当上部になり、傾斜がきついが、 Clか らの距離が短いこと、他に適当なルートが見出せ

ないことなどの理由でこのルートを頂上へのルートとすることに決めた。

8月 16日

8月 17日

8月 18日

主稜線のルー トェ作

8月 19日

8月 20日

インド側隊員2人がガリーの下部にルートエ作しロープをフィックスした。徳島、峯本はClで休養。

徳島、峯本、インド側隊員 4人がガリーの上部までルートエ作 し、ロープをフィックスした。ガ

リーの取り付きの標高約 5,900m地点にC2を建設。

インド隊員によってC2と C3の間のルートエ作を行った。

徳島、峯本は、BCへ下った。 BCへ下る途中、ABCで沖隊長、岡本、安藤と会った。日本側
隊員の 5人の全員が初めて顔を合せた。

インド隊員によってガリーを抜けでた主稜線上の標高約 6,450mの地点にC3を建設し、Phu

Dorieeと Wangd器 が入った。

一方、岡本と安藤はC2への荷揚げをし、安藤はそのままC2に泊まった。

沖隊長は、ABCか らClへ入った。

C2では、朝から小雪。安藤、Smama,Chholdon,の 3人がC3への荷揚げを行った。

岡本とインド側隊員 4人がC3へ荷揚げ、沖隊長、Tya」 、HP 2人がC2へ荷揚げを行った。

夕方、沖隊長と安藤が、明日、仕事の都合で下山の途につくのでClで送別会を催した。日の

暮れるころ、沖隊長、安藤はABCへ下った。

峯本、Smanla,Prahlad Singhの 3人がClか らC3へ入り、C3に停滞していたPhu Doriee,

Wangdusと 合流した。また、岡本、徳島、Chait Singh,Nima Dorieeの 5人がClか らC

3への荷揚げをし、HP2人は、ABCか らClへの荷揚げを行った。
沖隊長、安藤はABCか らBCへ下った。

8月 21日

8月 22日

8月 23日

8月 24日

8月 25日

沖隊長、安藤隊員の下山

8月 26日 風が強く、午前10時頃、Sakang Peak側 より大雪崩が発生。しかし、Cl周辺に影響はなかっ
た。上部キャンプのメンバーの全員はそれぞれBC、 ABC、 Clに下り、休養。

沖、安藤が BCを去り、Pinchimik着。
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Angchock隊員の遭難死

8月 31日

C3と C4の隊員は停滞。徳島はC3か らClへ下った。Chait Singh、 AntthOckと LR 2名 が

C3に荷揚げを行った。しかし、AngchOckが C3か らC2へ下降中、転落死 した。

近くを下降していたインド隊員の話によると、その様子は次のようであつたという。

Angchockは 、C3か らC2へ下降中、ゴーグルを落した。彼は、それを拾うためにフィックス・

ロープからユマールを外して落したゴーグルのほうへ移動していた。そのとき、なにかのはずみでス

リップし、そのまま、ほぼ垂直に近い斜面を 300mか ら400mく らい滑落し、即死 した。

Clに いたChait Singh、 Tyag、 岡本、徳島、 LR 2人、C3より下ってきた峯本で、 Ang_

chockの 遺体をClま で運び、仮安置した。遺体の状態は、顔がつぶれ、頭骸骨がなくなって

いた。また、遺体のあったあたりには、多量の血液が雪上に流れでていて、深さ40mか ら50cm

までの間の雪が血で染まっていた。

Hukam Singh隊 長、Dr.Pattanayakが ABCか らClに到着 し、上部キャンプにいた他の隊員

も全員が Clに集結し、午後 3時から午後 4時にかけて検死の後、葬儀を行った。

全隊員が喪に服した。この夜はコッヘルで溶かしたギーを灯明の代りとして、一晩中、明かり

を灯して Angchockの霊を弔った。

なお、この日、沖隊長は、国際会議出席のため、New Delhiか らGe“vaへ向い、また、安藤

は、成田に帰着した。

Hukam Singh隊 長は、全隊員をClに集め、今後の行動について全隊員の希望を聞き、また、各自

の今後の登山への意志を確認した。その結果、この悲劇を乗り超えて、登山を再開することを決定。

インド側隊員と徳島、峯本が Clか ら直接 C4へ入った。

なお、この日、Angchockの 遺体は、Cl近 くのクレバスの中に丁重に葬られた。

9月 1日

9月 2日

9月 3日

登 頂

9月 4日

8月 27日

8月 28日

8月 29日

8月 30日

9月 5日

9月 6日

9月 7日

岡本、徳島、Anrhokは Clか らC3へ、 2人のHPは Clか らC2へ荷揚げ。Chholdon、 Ne‐

ema Doriee、 Smanlaが 、C3から約 1時間登ったところの標高約 6,650mの 地点にC4を建設。

C4の隊員でC4よ り上部のルートエ作。 Clか ら徳島がC3入 り。さらに、C3からC4へ往復

し、上部のデポ品の点検をした。

C4の隊員で C4よ り上部のルートエ作を行った。徳島はC3からC4を往復し、ビデオ撮影を行っ

た。Phu Dor」 ee、 Wangdus、 Prahlad Singh、 峯本がC3入り。岡本はClか らC3へ荷揚げを行った。

午前 3時起床。午前 5時、インド側隊員 6人と徳島、峯本が頂上へ向けて出発。

1時間ほどで、先日フィックスしたロープの終点に達した。 しかし、そこから先は、深雪のため

に登高ははかどらず、また、ルー トエ作にもかなりの時間をとられた。明日、再度挑戦するこ

ととし、標高約 7,100mの地点で登高を中止し、C4に戻って、そこに全員が泊まった。

この日、岡本は、明日の登頂にそなえて、 Clか らC4へ上がってきた。しかし、 C4には 4人

用のテントが 2張 りしかなく、窮屈なため、全員が眠れない夜を過ごした。

インド側隊員 6人と岡本が頂上へ向かったが、天候が悪化し、頂上まであと約 300mで登頂を

断念した。この日、徳島はC4か らABCまでくだり、峯本は、体調が悪く、C4で停滞した。

上部は風が強く、登高できる状態ではなく、C4で停滞した。峯本はC4か らClへ下った。

Phu Doriee、  Wangdus、 Chh01dOn、  Smanla、  Prahlad Singh、  1司1本の 6人がC4を 4二前 6時

に出発し、頂上へ向かった。11時30分の登高の後、Phu Doriee、 Wangd機、Chholdon、 Smanla

が午後 5時 30分頂上の一角(西峰)に着いた。インドなどの旗、また、「インドと日本の永遠の友情を。
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9月 8日

9月 9日

9月 10日

9月 11日 、

9月 13日

9月 14日 、

9月 24日

9月 25日

IJKE'85」 と書いた紙片を封入したポリ容器を頂上の雪の中に埋めた。岡本とPrahlad Singh

は途中から下山。

全隊員が BCに集結し、登頂を祝った。

全隊員が BCで休養、および、BCの撤収の準備。

BCか ら第 2テ ント地へ下山。

9月 12日  第 2テ ント地からPi∝himikへ下山。
Pinchmikか らジープや トラックに分乗して Lehへ帰着。

9月 15日  レ h滞在。この両日、 ITBPは じめ関係各所に登山の報告とお礼を行った。また、

ITBF(イ ンド・ チベット国境警備隊 )の歓迎パーテー、Leh市 内の車によるパレード、ITBP

の歓迎祝賀会と、朝から晩まで、歓迎とお祝いぜめの 2日 間あった。

9月 17日  LehからKarζl経由で陸路、Srinagar帰 着。ただし、Hukam Singh隊長、徳島は、

空路、Srinagar帰 着。

9月 16日 、

Delhi帰着、そして、日本ヘ

9月 18日

9月 19日

9月 20日

深夜、沖、 Londonよ りNew Delhi帰着。隊員は、Srinagar滞 在。

午後、 Hukam&ngh隊 長と徳島が New Delhiに帰着。

午後、岡本、峯本、インド隊員全員が Srinagarか らJammu経由の夜行列車で、New Delhi帰

着。Hukam ttngh隊 長、Phu Doriee、 沖隊長、岡本、徳島、峯本は日本大使館に、お礼とNew

Delhi帰着の挨拶を行った。

午後、 IMF総裁 H.C.Sarinの 自宅を訪問し、 登山の報告を行い、また、お礼を述べた。

午後5時から午後 7時頃まで、vigyan Bhavanで ITBP主催による、歓迎・報告会が開催され

た。 S.B.Chavan内務大臣、R DSinha内務閣外大臣、A.M.Khan工 業・企業大臣、IMF代表N

DJayar氏をはじめ山岳関係者、報道関係者など約 100人が出席した。chavan内務大臣より記念

の楯が全隊員に贈られた。この様子は、その夜のテレビニュースや次の日の新聞各紙で報道された。

反省会、および、隊荷の整理の準備などを行った。

午前8時から午前 9時頃まで、Raliv Gandh首 相に挨拶と登山の報告を行った。「登頂おめでと

う。また、登山にきてください」とのお言葉をいただいた。午前 9時頃より夕方まで、隊員で手分

けして、IMFで隊荷の整理、ITBPで費用の精算、帰国のフライトの予約などを忙しく行った。

午後 7時より午後11時まで、Hukam Singh隊 長宅、および、Hyatt Rege∝ yホテルの中国料理

9月 21日

9月 22日

9月 23日

のレストラン「Pearl」 で、HAJ

主催のお礼のパーティーを開いた。

IMFを はじめ山岳関係者、イン

ド側全隊員など40人が出席した。

沖、岡本、徳島は、Hukam Sin―

gh隊長と峯本の見送りを受け、

午後 1時30分のAI機で、ボンベイ

乗り換えで帰国の途に着いた。峯

本は残務整理や今後のヒマラヤ登

山の調査のため、インドにとどまった。

13時過ぎ、沖隊長、岡本、徳島、

成田帰着。峯本は、ガンゴトリ

方面の探査後、11月 3日 、帰国。 ▲ガンジー首相、 :TBP司令官、登山隊員、首相官邸にて
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≪中 国≫
ウルグ・ムズターグ峰に初登頂

中米合同登山隊

中部昆帯の最高峰ウルグ・ムズターグ峰 (6,973

m)に挑んでいた中米合同登山隊は、10月 21日

午後 7時 27分 (北京時間 )、  同峰の初登頂に成功
した。登頂者はいずれも中国側隊員で、胡峰嶺

(シ ボ族 )、 張保華、アルダシ (カ ザフ族 )、 マ
ムト (ウ ィグル族 )、 烏p前星の 5名。引続き第 2

次、第 3次アタック隊も頂上に向うと伝えられて

いる。

一方、同隊の地質専門家は、同峰地区の科学調

査で厚い炭層、鉄や銅の鉱石、大量の植物化石を

発見した。

炭層は厚さ38.5mで、地面に露出している部分

もあり、炭層の近くには葉と茎が明瞭で保存状態

の完全な植物の化石が大量に分布していたのが発

見された。専門家は、この炭層と植物化石の発見

は、ウルグ・ ムズターグ峰地区の古気候、古地理、

昆苓山脈の隆起の研究に光を当てるものになった

と見ている。

炭層と植物化石が分布する地点の上端から、平

均鉄含有量40%の赤鉄鉱が、またウルグ・ ムズタ

ーグ峰東側の瞭望峰から銅含有量 0.5%か ら0.8

%の斑銅鉱が発見された。この斑銅鉱は中国で発

見された中ではかなり高品位のものと云われる。

ウルグ・ ムズターグ峰 (木孜塔格峰 )は別名烏

拉格 (ウ ルグ)と云われ、中国の蔵北 (チ ベット

北部 )高原と新彊阿繭全 (ア ルチン)山自然保護

区が境を接する地点に位置し、北に新彊ウィグル

自治区チャルキリク県、チェモ県があり、南にチ

ベット自治区バンガ県、シェンザ県を臨み、新彊

・ チベット両自治区の分水嶺であり、昆奇山脈東

端の最高峰でもある。

木孜塔格、烏拉格ともウィグル語で、前者は「氷

の山」を、後者は「偉大」を意味する。高山が大

量の水と雪の気流をさえ切っているため、木孜塔

HEMALAYA NEWSI■■

格峰はその地域の現代氷河作用の中心になってお

り、現代氷河の面積は 700平方キロ、最長氷河は

18キ ロ、氷の厚さは300メ ー トル前後に達する。

巨大な天然の固体貯水池は河川の水源となり、タ

クラマカン砂漠南縁の且末ォアシスを潤すチャル

チャン河の水源は、木孜塔格峰北西の氷の斜面で

ある。

木孜塔格峰周辺の 1,200平方キロの範囲には、

標高 6,000mか ら6,400■ の峰が54座あり、内外

学者、登山家、探検家の憧れの地となっている。

然し、ここを中心にした縦横数百キロは無人地帯

で、交通は全く無く、気象条件も劣悪であるため、

雄大な山峰はこれまで登頂されたことがなく、こ

の地域の地質、水文、氷河に関する資料は長い間

未知のままであった。史書によると、1876年 に初

めてアルチン山へ向うルートが発見され、1893年

には木孜塔格峰から 100キ ロ離れた高原で阿其克

(ア クチ )湖 と云う不凍湖が発見されたと云われ

る。このあと入山する人々は続いたものの、木孜

塔格峰の登頂に成功した人はいなかった。

この秘峰の神秘のベールをはぐため、昨夏、新

彊登山協会と中国科学院新彊分院は 2回にわたっ

て木孜塔格峰地区の偵察を行い、この一帯の地形

・ 気象の特徴・ 入山ルートなどの資料を大量に入

手し、今回の中米合同登山隊の登頂とこの地域で

の科学調査に大いに役立った。

(10月 25日  中国通信 )

「シルクロー ド」旅行団、中国入り

シルクロード2100年を記念する「シルクロー

ド」旅行団が15日 夜、中国西部国境の町コルガス

に到着した。

旅行団は、英・米・仏 3ケ国の学者と観光客の

125人から編成され、秦の始皇帝、漢の武帝、張

驀、玄美三蔵の 4つの調査班に分かれている。

この記念活動は、英国の旅行会社ジュールス・

ベルン社が企画したもので、英、中、ソ3国首脳

およびデクエヤル国連事務総長の支持を得ている。

一行は、 9月 15日 特急列車に乗ってロンドンを

出発 し、オーストリア、ハンガリー、ルーマニア、

トルコ、フランス、ソ連を通過してきた。
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■■IHIMALAYA NEWS

旅行団は新彊に入ったあと、 1日「シルクロード」

北海沿いに東へ向かい、イリ、石河子、ウルムチ

を遊覧したあと、ウルムチ鉄道局仕立ての専用観

光特急に乗り、「シルクロード」の起点西安へ向

かう。途中、 トルファン、敦燈、嘉崎関、蘭州な
どを遊覧、調査する。

(10月 21日  中国通信 )

青蔵高原で大雪と寒波

中国西部の青蔵高原では、今月中旬からの記録

的大雪と氷点下39度 と云う異常寒波により、約 3

万人の人々と200万頭の動物が影響を受け、解放

軍の空軍機が29日 までに9万平方キロの範囲の119

の地点に 116ト ンの食料、医薬品、燃料、飼料を

投下した。

今月中旬以来、北緯32～ 36度、東経82～ 100度

を範囲とする青蔵高原の一部に大雪が降り、標高

4,600m地点の測候所での積雪は40m～ 50cm、 と

ころによっては lmに も達した。また、気温もこ

れまでの記録よりさらに5.2度低い氷点下39度 を

記録 した。

この大雪と異常寒波のため、交通は途絶し、牧

草が埋り、燃料不足により放畜民は手持ちの家具

や鞍まで燃やし、牛や羊が餓死 し始めている。

中央の関係当局は非常事態の早い段階から救援

活動に入り、解放軍に救援協力を命令 した。

青海省の唐古拉 (タ ングラ)山地では、10月 17

日から19日 にかけて、この時期としては30年来未

曽有の大雪が降り、牧畜民 800人余りが孤立化し、

9万頭の家畜が危機に瀕した。

雪は連続32時間にわたって降り続き、積雪は55

cmに達し、雪が上がった後の気温は氷点下24度に

まで下がった。

チベット自治区北部の草原地帯も17日 から豪雪

に見舞われ、安多県多馬区ではチベット族牧畜民

4,000人余り、家畜40万頭が孤立 した。そのため

人民解放軍や政府の トラックが救済物資を被災地

に輸送している。

(11月 5日  中国通信 )

≪インド≫

中印政府間会談開催

第 6回中印政府間会談が、11月 4日 からニュー

デリーで開催された。 4日午後に全体会議が開か

れたのに続き、 5日 は国境問題、文化交流、科学

技術協力などの分科会が開かれた。

中国政府代表団 (劉述卿外務次官団長)は、そ

の後、 6日 から8日 まで中央政府直轄地のゴアを

訪問し、会談は 9日 に再開され、11月 に終了した。

インド側団長のベンカテスヮラン外務次官は、

中国代表団のために開いた夕食会で「相互理解、

友好協力の再構築のため努力することは両国の義

務であり、今回の会談の目的は両国関係確立の強

固な基盤を固めることにある。」と述べた。

これに応えて劉次官は、「中国政府はインドと

の良好な関係の発展を非常に重視 している。双方

が全体の利益を考慮して、現実的かつ理性的態度

で、友好的協議、相互理解、相互融通の精神で臨

む限り、国境問題の解決は難しくはないと確信す

る。」と述べ、両国高官とも国境紛争の解決を探り、

関係を改善する決意であることを確認した。

1985年イン ドヒマラャ

インド登山財団 (IMF)に よれば、今年、イ
ンドヒマラヤを目指した登山隊は、外国隊が61隊、

インド隊が86隊の合計 147隊で、昨年の登山隊数

を上回った。外国隊のうち16隊が日本、以下イギ

リスが11隊、フランスが 8隊、西 ドイツが 8隊を

占めた。

これらの登山隊を地域別に見てみると、U・ P

州が81隊、H・ P州が34隊、 J&K州 が32隊とな
り、相変らずガンゴトリ氷河'周辺の人気は高い。

遭難事故は 3件発生。テレイ・ サガール、ケダ

ルナート、サセル・ カンリと全て日本隊で起り、

日本人 2名、インド人 1名が死亡 した。

昨年よリオープンとなったィンド領カラコルム

には 2隊の合同隊が入り、 2つの 7,000m峰が初

登頂された。
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HIMALAYA NEWS口 ■■

第 7回インドヒマラヤ会議

恒例のインドヒマラヤ会議を下記の通り開催し

ます。講師にはインド登山財団 (IMF)副 総裁
の N.D.ジ ァイアル氏を予定しております。その

他1985年 にインドヒマラヤ登山を実施された隊の

方にも出席していただき、新らしい現地情報を提

供して貰います。

また、事故対策の面では、隊長等一人だけが知

っていても役に立たない事が多いため、隊から数

名の方が参加される事を希望します。

記

1.日 時 1986年 1月 11日 (土)13時～21時
12日 (日 )9時 ～12時

2.場 所 目黒さつき会館 
(国電山の手線、日黒駅下車徒歩 5分 )

3.内 容-11日 (土)一
1)1985年 インドヒマラヤ総括

2)許可取得から出発までの問題点

3)現地情報

4)質疑応答

5)講演「インドヒマラヤについて」

-12日 (日 )一

1)1985年登山隊報告

2)事故対策と処理

4.会 費  7,000円 (1泊 2日 食代含む。但し、懇

親会費は別途いただきます。)

5.定 員 40名 (申込み順。但し1隊 3名迄 )
6.申込み HAJ事 務局
7.締切り 12月 25日

東京集会・事務局忘年会

12月 の東京集会は、事務局忘年会を兼ねて行な

います。丑年を振り返り、寅年の夢を語りあいた

いと思います。多数御参集下さい。

日 時 12月 26日 (木)p.m.6:30～

場 所  HAJル ーム

尚、事務局の年末年始業務は、下記の通りです。

御用納め 12月 27日 (金 )

仕事初め 1月 6日 (月 )

f

Travels

シカール・ トラベル ーー

:輩
|

ダ

〃魅惑の

インド ヒマラヤ″
L ´

シッキム・ ブータン・ ガールワール・ クマオ ン

クル 0マ ナ リ・ ラダック・ ネパ ール・ o o・ ・
へのトレッキングや登山を計画されている日本の皆さん !

当、シカール・ トラベルは、通関 。隊荷輸送からガイド、

ポーター、ポニーのアレンジなどすべてのご用命を承ります。

銹熾担貯

CAPT SW
(MANAGING DIRECTOR)

TRJlVELS PRIVETE LIMITED
209, COMl)ET卜 〕NT IIOUSE′    TEl′ :331-2444,2666

「
-14′ Mil)1)1′ E CIRCiン ト〕′     T卜〕l'EX: :031 - 4361

CONNAllGIIT (ll itclls′                SIII K IN

N卜 ヤヽ
′ DELil1  110 001.     CA 31■ 〕:Sill KHE.
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〔はじめに〕

一ヤル・ツァンポー河は世界で最も山岳重畳とした

困難で荒涼たる地帯を縫って、南チベットの最も

開けた地方をぬけて真東に流れている。一 これは

「 ヒマラヤの謎の河」の一節である。ヤル・ツァン

ポー河は、今や「謎の河」ではなくなったが、大湾

曲部だけは依然として「謎」である。その大湾曲

部に、この大河「ヤル・ ツァンポ」を挟んで二つ

の注目すべき未踏の高峰がある。南にナムチャ・

バルワ、北にギャラ・ペリである。ナムチャ・ バ

ルワは既に中国隊が三度にわたり登頂を試みたも

のの、現在もその頂を明け渡していない。そして、

もう一つのギャラ・ ペリは、試登はおろか写真す

らほとんどないのである。

HAJで は、国内の他会との合同で来年に登山

隊を派遣すべく許可を取得した。ギャラ。ペリは、

チベット解放後はじめて登山者を受け入れること

になったのである。今回の偵察は 4人で実施する

計画であったが他会の都合により、HAJの メン
バー 2名によってその西面側が探 られた。以下は

その概要報告である。

〔北面・ 東面を断念する〕

9月 10日 、東京を発った三浦と私は、北京、成

都と飛行機を乗り継ぎ12日 にラサに入った。成都

からの機内では、ナムチャ、ギャラの両峰の雄姿

▲ツァンポーの渡河には、50年前と同じ渡し舟が使われていた。

を充分に見ることができ心は早やくもヤル・ ツァ

ンポーヘと飛んだ。ところが登山協会からの迎え

が来ない。止むを得ず市内行きのバスに乗って行

くと車が長蛇の列に作って止っていた。事故らし

いとの話が伝わり、先頭まで行ってみると、その

事故車は我々を迎えに来た登山協会のパジェロで

あった。パジェロの左側 ドアは トラクターの車体

に張り付き運転者は即死であった。

最初から縁起の良くない出だしであったが、ラ

サでの準備を終えて15日 には林芝へ向った。ラサ

から東へ約 150h行 くと標高約 5,000mのメラ峠

を越える。この峠の周辺にはヤクを追う遊牧の民

がいた。峠を一気に下り清流が日につきはじめる

と、標高約 3,300m付近から大きな木が目立つよ

うになり、行き交うトラックもほとんどが木材を

積んでいる。ラサから8時間ほどで「八一鎮」に

到着した。風が強く砂塵が舞う中、体育学校の宿

舎に入る。チベットの登山協会はもともとこの地

にあったらしい。北京の許競先生の指導の下にラ

サの貢布先生らもこの学校の建設に携わったとの

ことである。

翌日は林芝に向かった。八一鎮から車で20分 も

行くと、この地方の中心地である「林芝」である。

ここでギャラペリ北面や東面の情報を集めている

と、驚いたことにその内の一人が、ノイスが編集
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した「World Atlas of Mountaineering」 に載っ

ているギャラペリの写真と全く同一のものを持っ

て来た。聞けば1983年 2月 に自分が撮ったものだ

と云う。勇躍東面をめざして林芝を後にし、「東

久」へと向かう。途中 4,700mの峠を越えて、ア

ルプス風の谷「ルナング」を経て、北面の村である

東久に着く。既に標高は2,570mま で下がっている。

打合わせでは、我々が目指す北面は全く人が入

っていないこと。東面は「門仲」までは行けるが、

荷を運ぶ人を集めるのに 4日 間必要。キャラバン

は道を切り拓いて、はいつくばって往復10日 間必

要であること。来年の本隊時でもポーターは30名

位集めることはできる。等々、偵察期間の短かい

我隊にとっては誠に残酷な状況であった。ここで

も再度東面の写真を見せられ、心は早やくもその

姿に引きつけられてはいるものの、偵察隊の任務

と来年本隊時の状況を考えると、到底東面に入る

ことは不可能 (4人であれば何とか分散できたノ

と後悔する)と判断し、東面行を断念した。

〔;爪からBHまで〕

東久から再び八一鎮に戻った我々は、17日小雨

の中を「派」に向かった。公安局でヤル・ ッァン

ポー河の橋を渡る許可書をもらい南へ下る。 1時

間ほどでヤル・ ッァンポー河を渡り更に上流に向

かい、′爪を所轄 している「米林」に行 く。これは、

派付近で馬やポーターを手配するためには、県の

ギャラ・ ベリ氷河 (仮称 )概念図

西峰
主峰

承認が必要なためである。松林や白樺の続く素晴

らしい道を走ると、この付近ではとてつもなく美

しい米林となる。チンコー酒を一杯飲んで、7爪ヘ

向かう。ヤル・ ッァンポー右岸の道は下流に進む

にしたがって徐々に細くなり、右側から幾本もの

川が合流 し、水流の浅瀬を探しながら、ジープと

トラックは走る。

八一鎮から150bほ どで派 (ぺ )に到着。派で

この地区の責任者に偵察の目的を話 し、協力を依

頼する。この先「大渡十」で左岸に渡る舟がある

とのことなので出発する。道はかろうじてあるよ

うな場所であるが、「ニディン」の部落まで行く

と全く渡河できるような水量ではなく「ぺ」で渡

らなければならない/と のこと。我々は結局彼等

の「塩」を運ぶために来たようなものであった。

再びぺに戻り前後策を協議する。結局明日この

7爪区の幹部が一緒に左岸に渡り、馬やポーターの

手配をすることになる。中国登山では通訳の占め

る比重は大きい。連絡官と通訳と隊長がうまく連

携をとれる状態でないと行く先々で不都合が生じ

る。今回の通訳は、21歳の大学生であるが私達と

は馬が合った。連絡官はチベット人であるが、チ

ョモランマから下山したばかりなのと、連絡官と

しては初めての隊であるため、少々とまどいがあ

ったようだ。酒の大好きな人である。

9月 18日 、昨夜は満天の星空だったので好天を

期待したが本日もどんよりとした空で今にも降り

センダンプー

6.700m
南

稜

A・=ベ ースハウス

B=・ デポキャンプ

C・=ベ ースキャンプ
D=1986年 BC予定地
E=第 一候補のルート
F=第 二  ″ ■

L_■_」L」晟

ポカ

・ ,
トンギューク

ブ′ヾラン

一端
¨
偵

`/13゛

・ ,

Q
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出しそうである。10時にはヤル・ ツァンポー河岸

に行き舟を待つ。向こう岸に舟が二隻見えるが、

なかなか来ない。 2時間待ってようやく舟が来た。

馬や自転車が乗っている舟は、丸木舟を 2つ横に

つないだ簡単なものであった。 12人と約 500 kgほ

どの荷を乗せて10分間ほどで左岸に渡った。

連絡官とぺの幹部が村へ馬を呼びに行った。結

局彼等が帰って来たのは 5時間後であった。 4頭

建ての馬車に荷を積み、ジープー台位は通れそう

な道を 1時間ほど行くと「ティンベ」村であった。

猫の額ほどの草地にテントを張り、夕食をしなが

ら、村の幹部達と話し合う。

ここで判ったことは、①この地方は定量経済な

ので人 (ポ ーター)を集めるのは困難。②人は荷

を担いでも15kgo ③人を集めるのには通知を出す

ために時間がかかる。④ギャラ・ ペリとは呼ばな

いで普通は「ギャラツェドン」と呼ぶ。③途中か

ら馬は使えず人が運ぶ。③道がないのでガイドを

連れて行く。彼はギャラツェドンの近くまで行っ

たことがある。

9月 20日 、11時過ぎに馬が10頭来た。落葉樹の

中をのんびりと進み、途中スースンの部落を経て

15時過ぎ本日の泊り場タリンに到着。標高約3,000

m。 我々のポーターにインドヘ逃げてビルクッパ

に25年 いたチベット人がいた。母親がスースンに

いて年老いているため、カトマンズ～ザンムー経

由で 2年前に戻って来たと話す。母親が死んだら

再びインドヘ戻りたいとのことであった。ラサの

博物館には、インドから舞い戻った人々の統計が

あったが実態はどうなのであろうか。

21日 、昨夜から12時間雨であった。ここで荷物

が多すぎて運べない (人がいない)と 申し入れが
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あり食糧を中心に荷をデポした。 (BHか ら取り
に来る約束 )13時半馬で出発。15時半チュベでキ

ャンプとなる。一軒だけ家があり多分左岸では、

ここが最後の人家である。

22日 、久し振りに雨が降らない朝であった。ヤ

ル・ ツァンポー河は、ナムチャ・バルワとギャラ

・ペリの支尾根によって曲がりに曲っている。10

時40分に出発し、雑木の多くなった踏み跡を探し

ながら進み、15時キャンプ地着。完全に林の中で

ある。夕方木々の間からようやくギャラ・ ペリの

雄姿を垣間見ることができた。下部の岩壁が異様

に強調されて見える。

23日 、朝 8時で 8℃標高 2,810m。 9時 30分出

発。踏跡が完全になくなり、銘目を頼りに雑木を

払いながらの前進である。沢に出合えば立木を倒

しての橋作りで 1時間はかかる。昼は 2時間お茶

を湧してじっくり休む。歩けば15分で30分休む。

これの繰り返しで背負っている隊荷は15kg。 泣け

てくるキャラバンである。ポーターの焚火の煙に

刺激されて、上の岩壁にある巣から大

型のハチが飛んで来て大騒ぎだ。連絡

官やコックも顔や頭を刺された様子。

16時過ぎギャラの対岸付近のカルカで

キャンプ。

24日 、昨日はキャンプ地に着いてか

らポーター側から様々な要求があった。

①ここまで道が悪く疲れたので明日は

休み、②明日行くなら1日 分給料をく

れ、今日は BHに着くとかで意外に早

く9時過ぎに出発したが、結局は15時

50分水のある沢に出た所でキャンプ(20

時迄明るいですよ)

25日 、相変わらずの雨。相変わらず

の要求。面倒くさいので10時過ぎに一

言
｀
行こう
″
と言いテントをたたむ。

11時40分出発。自分の荷物をデポした

りして、今日は本当に BHに着 くつも

りらしい。雑木も激しくなり伐採しな

がら進み16時沢に出る。橋を架けてい

る内に、「ここまでの約束なので帰る」

と云う。止むを得ず、下に見える河原

を BHと する事にしてそこまで荷を運

ばせる。連絡官の説明では 4人を残 してデポした

荷物の荷上げに従事させると云うので了承 した。

〔偵察活動〕

BHで休養をとった後27日 には、連絡官、コッ

ク、通訳の 5人で上部のルート偵察に向った。踏

跡がある雑木と竹林を過ぎると、突然シダ類の密

生する広場となる。ここは大きな獣が遊んだと思

われる跡があり気持ちが悪い。あちこちと迷いな

がら獣道を拾いながらようやく、下の河原が見え

る所まで出る。ところがここから河床へ降りるた

めには、背丈が 2～ 3m位あるトゲの木の密生し
た林を切り拓らかなければならなかった。

翌日からルート整備と荷上げを 2人で行う。こ

の頃、対岸のギャラ村から猟師が 4人 と大が 8頭

登ってきた。熊を撃ちに来たと恐しい事を言う。

通訳は、我々が上部に行っている間に猟師が子熊

を担いで来たと報告。

9月 30日 に10日間分の食糧を持って 2人で上部
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へ移動した。更に氷河上約 3,550mに 今回の BC
を設営した10月 2日 には、天候は完全に好天に向

かい偵察期間中持続すると云う幸運に恵まれた。

10月 8日 には、充分とはいかないにしても、一

通りの登路偵察を終えて BHに帰幕 した。
ギャラ・ ペリ西面に喰い込む氷河 〔仮称・ギャ

ラ・ ペリ氷河〕は氷河としての規模は小さい。こ

の氷河は、ギャラ・ ペリ西峰 (双耳峰である)か

ら西に延びる稜線を経てセンダンプー (6,309m

となっているが、空から見た印象などを加味して

ギャラ・ ペリより300～ 400m程度 しか低くない

のではないかと思う)と なり、更にセンダンプー

から南東に延びる稜線と、ギャラ・ ペリ主峰の途

中から南に延びる稜線に囲まれ、馬蹄形状を成し

ている。主氷河の中央部の幅をロープで測ってみ

たら約 300mで あった。

ギャラ・ ペリ西面は、双耳峰となる主峰南稜と

西峰にかけて傾斜の強い岩壁層を形造っている。

この中に何本かの稜があるが、ルー トとしては、

主峰南稜上に突き上げる2本を予定ルートとして

偵察した。南稜上に出た所からは忠実に南稜を辿

り頂上直下で西峰へ続く稜線に出て頂上へ至るこ

とになるだろう。

センダンプー峰については、空から見ても大き

な山と云う印象であったが、実際にその下に立っ

てみても、ギャラ・ペリと800m低い山とは到底

信じられないほど立派な山姿であった。特にその

南東面は純白な雪一色であった。登攀に価する山

と云えるだろう。

ナムチャ・バルヮ峰北面についても触れなけれ

ばならないだろう。頂上から北西面に長大な尾根

が出ているが、この稜線上には立派なピークが 4

つほど見られた。主峰は西面側から見た頂上岩壁

が立派な三角錘であるのと同様に北面側も三角錘

状となっている。北面側には大きな氷河が見られ

るが、残念ながらペマコウチュンまで隊荷を輸送

するために空輸以外には考えられず、現状では北

面からの登山は困難であろう。

〔BCからラサまで〕

好天気の到来と共に少し樹々も紅葉し始めた10

月 8日 、 BCを 撤収しBHに下った。9日 夕方に
はギャラ村から10人 (女 2人 )の ポーターがやっ

て来た。翌日には村の対岸まで下り、11日 にはヤ

ル・ ッァンポー河をイカダで渡リギャラ村に入っ

た。ギャラ村は12家族61人が住んでいる。この河

の最奥の部落である。穀物の集積場の広場にテン

トを張った我々は、見せ物の様なものであった。

▲ギャラ・ベリ西
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10月 12日 、村の住民の半分位が、村はずれまで

我々を見送ってくれた。対岸の道に比べるとまる

で天国の様な道を進む。樹々はすっかり色づき、

時折り河床に近づく所では、丁度秋の上高地、徳

沢の様な雰囲気である。一ヶ所岩壁帯に道が拓か

れており、ここの通過では馬から荷を外し人が運

ばなければならなかった。午後 4時過ぎ大分県の

トレッキング 0チ ーム 6人がキャンプしている場

所に到着し、我々もテントを張った。

翌日は長い道程となった。途中キイカルの部落

の手前から雲の間にナムチャ・ バルヮが見えた。

手の届きそうな所に答え立つ雄姿に感激する。往

路にデポした荷物が結局は BHに上がらなかった
ため、 BHか ら下山する日から昼食は抜きになっ
ていた。この日は結局出発してから11時間後の20

時半に真暗なぺに到着した。

10月 15日  ぺの招待所を出発。途中大分隊のキ
ャンプに寄リムッゴロウ先生に逢う。米林県に立

寄り副主席等数名の幹部に逢って、来年の登山に

ついての協力を依頼する。翌日は紅葉の一段と美

しくなった道を走り (ジ ープのスプリング板が折

れて 3時間待ちとなったが)少々雪の積った峠を

越 して、20時 50分 ラサの招待所に到着 した。

〔おわりに〕

ギャラ・ペリ登山を左右する第一の要因は、ヤ

ル・ ツァンポー河の水位である。 ラサ、八一鎮、

林芝、米林、源、その他この左右両岸の住民達の

渡河時期に対する意見は一致 しない。今回の偵察

の結果から推定して登山時期を決定 しなければな

らないが、年によって当然時期のズレがある事を

前提としなければならないだろう。

第二は、ギャラ・ ペリ周辺の気候である。基本

的にはモンスーン気候ではないか ?と考えて見た

が、これも甚々資料不足である。雪の来る時期や、

積雪量についてもまちまちの回答であったが、11

月には南面、西面に雪が到来するようである。

第二は、ポーターである。ネパール、インド、

パキスタン等と違って、ポーターは県の命令によ

って動き、荷を担ぐ習慣がないのである。そして

人口が圧倒的に少い。 100人のポーターを同時に

雇用することは困難である。

その他動物や植物による被害も予想されるが、

山自体は四方から可能性のあるルー トが頂上へ続

いており、登山隊にとっては魅力ある山と言える

だろう。            (山 森欣一 )

日本ヒマラヤ協会佳拉白里偵察隊

1985.9.10～ 10.24(45日 間 )

隊長 山森欣一  隊員 三浦敏弘
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寸 感

雷龍の国の
｀
玉峰
″
を断念 しての帰路、飛行機

の都合でデリーに出たところ、インドの古い友人

より思いがけないテンジン ,ノ ルゲイ氏とのディ

ナー 0パーティーに招待された。74歳の老境を迎

えられたエベレスト・ ヒーローは、今なおかくし

ゃくとされており、翌日はスイスヘ飛びたつと云

われていた。我々が、ブータンの帰りだと知ると、

氏のブータン行の想い出を語り聞かせて下さり、

次の機会に大きな成功があるようにと、我々を慰

めて下さった。

務 □ [轟|(11月 )

1日 (金) ィンド大使館経済担当公使のN.K.シ

ン氏のさよならパーティに出席 (イ

ンド大使館、尾形 )

7日 (木)～ 8日 (金) 中国・ 四川登山関係打
合わせ (福岡・ 広島、山森 )

12日 (火) 中国登山協会の史占春副主席と面談
(京都、山森 )

岳人編集部の永田氏来局 (ガ し

クラウン隊のインタビュー)

ヒマラヤ m169発送

東京集会 (22名 )

JAC高所登山シンポジウムに出席
(山森、飛田、尾形、吉田 )

インドのラジブ・ ガンジー首相レセ

プションに出席 (稲田 )

14日 (木 )

15日 (金 )

25日 (月 )

27日 (水 )

29日 (金 )

日
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エクスペディション&トレッキング」
ネパ…ル、インド、パキスタン、

トレッキングを計画の皆様へ。

ソ連 へ遠征、

，

ι
ア

航空券から登山要請、現地手配、入国査証

(ビザ)代介手続き、遠征隊・ トレッキ
ング用山岳保険加入に至るまで適切

なトータルアドバイス、手配を受け

■

l

ヽ _ たまわります。

地下鉄 日帥マウンテン・トリッフ
Oi50東京都渋谷区志比寿西|-8-|か ずさやビル3F303号 803-476-1200担 当藤原
主 催 瑚 陣 ― タ リー エ ア ー サ ー ビ ス  〒 !05東京都港 区新橋 2‐2‐4御 3‐ 50■0111 担 当・佐藤 〔一般登録 第 332号 /取扱主任者・伊藤園子 〕

世 界 山岳 旅 行 クラブ
運輸大臣登録旅行業代理店業第2809号
ホーム登山トレッキング保険代理店

ヒマラヤ以外にもヨーロッパアルプス、アフリカ、北。南。米 etcの格安航空券、情報もあります
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la′πり6%晟瀦看″膨7zほ死
―
遠征隊、トレッキング、秘境への旅

―
あらゆる申請0許可取得、現地手配、航空券、山岳保険なa
お客様のご要望に遠征経験豊富なスタッフがお答えしま魂

?7JiJt7n(tt#zaat 8O3' 57 4'8880
〒105東 京都港区新橋3-26-3会計ビル4F 三井航空サービス代理店2452号Z宏

=RE■
suRE 7ou7

トレッキング・登山隊の許可取得から航空券 。現地手配 までお引き受けいた します。

～ネパール・ インド・ ブータン・パキスタン 0東南アジア・アフリカ・ 南米～

わ遊旅行
東京本社 〒 101東京都千代田区神田神保町 2-2 新世界ビル 5階 803
大阪営業所〒541大阪市東区平野町 4-53-3ニ ューライフ平野町202号室 806
カ トマンズ営業所  JAI H:MAL TREKKING(P)Ltd

KA T HIM AN D U. NEPAL〔 ,216338
運輸大 臣登録一般旅行業 607号
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書 祗

トレッキング・海外登山
シルクロード・秘境旅行
のパイオニア
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ヒマラヤヘ 装備

◎遠征隊の装備、相談にのります。

●登山本店/〒 160東京都新宿区百人町2丁 目2番 3号壼03(20け6601～ 3
0大宮店/〒 330埼玉県大宮市宮町2丁目123番地80486(41)5707

●水道橋登山店/〒 101東京都千代田区三崎町2丁目8番 14号 803(264)55ア 5～ 6
●神田登山店/〒 101東 京都千代田区神田神保町1丁目8番地803(295)0622

0新宿西口店/〒 160東京都新宿区新宿1丁目16番7号 803(346)0301(代 )
●高崎店/〒 370群馬県高崎市新町6番地●0273(27)2397(代 )

●札幌登山店/〒 060北海道札幌市中央区南二条西4丁目4番 8011(222)5305

づ肇 五万嘉スだ―〃
●新潟活/〒 950新潟県新潟市東大通2丁 目5番 1号a0252(43)6330

0仙台店/〒 980宮城県仙台市東八番丁107番地の36号●0222(97)2442

0町田ジョルナ店/〒 194東京都町田市原町田6丁目6番地14号80427(26)6248(代 )
●フーズショップ/〒 160東京都新宿区百人町2丁目2番 43号803(232)1286

0外商部/〒 160東京都新宿区大久保2丁目19番 10号 803(200)7219

0事務所/〒 160東京都新宿区百人町1丁目4番 15号●03(200)1004
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